
変わりゆく社会に、変わらない使命で希望を創ります

日本聖書協会発行『アートバイブル』より 

ヨハネによる福音書１３章
「イエス弟子の足を洗う」 

１３章 ８節 ： ペトロが、「わたしの足など、決して洗わ
ないでください」と言うと、イエスは、「もしわたしがあ
なたを洗わないなら、あなたはわたしと何のかかわり
もないことになる」と答えられた。
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神戸聖隷にご寄付をいただきました。

ご寄付のお願い 利用者（障害（児）者・高齢者）の一層のサービス向上に資するため、法人は皆様
のご寄付をお願い申し上げております。同封の振替用紙をご利用ください。

（敬称略・順不同）
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恵生園開園から長きにわたり共に歩んでこられたご利用者の皆さま

恵生園開園当時の作業風景
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SENZOKU巻
頭
言

6月の神戸、ある場所でミャンマーから来た18歳の青年に会いま
した。名前はドミ（仮名）。軍事政権下で内戦が続くミャンマーか
ら、生命の危険に直面して、父親と共に日本に逃れてきた難民です。
日本では報道が少なく、私たちはその平和や福祉と程遠い状況を知
らずにいますが、目の前の彼の話からは、その緊迫した状況がリア
ルに伝わってきました。ドミさんは絵を描くこと、詩を書くことが
得意で、ミャンマーで生きる厳しさを絵と詩で伝えてくれました。

「空は、本来、境界を持つものではなかった。
翼もまた、恐れに震えながら折りたたまれるために生まれたのではない。
けれど同じ空の下のどこかで、ひとつの手は鎖に縛られ、
一度も触れたことのない自由を夢見ている。
ある手は風を感じる。もうひとつの手が感じるのは、その重みだけ。
平和とは、それが誰か他人のものとして在るときにだけ、
美しく見えるものなのだろうか。」

ドミさんのこれからの人生に、折りたたまれた翼を広げ、自由に飛び立てる未来を祈るば
かりですが、私たちができる支援があれば、と念じているところです。
「翼」と言えば、私たちの福祉の世界においても、「自由に

翔びまわる翼がほしい」と詩にした人がいました。身体障害
者入所施設「真生園」のご利用者、千葉和雄さん（故人）は
多くの詩を残され、その一つ、翼の詩が墨書されて真生園の
ホールの壁に掛けられています。（「洗足」Vol,29掲載）

ドミさんの政治的、軍事的背景とは事象が違いすぎますが、私たちの周りにも、障害や高
齢によって自由が抑制され、その苦しみや悲しみの中におられる方々の存在に改めて気づか
されます。千葉さんは生来の脳性麻痺のために真生園で過ごされていましたが、その中でも
電動車椅子で外出したり、詩を多くしたためたり、不自由な生活の中に「自由」を求めて生
きて来られたのではないでしょうか。それでも「翼がほしい」と言われた、その言葉が染み
てきます。
「自由」とはただ制約がない状態ではなく、神様の愛の中で「本当の自分」に戻されるこ

とだとある人が言いました。ドミさんにも、そして多くの制約を受けている方々にも、いつ
も「本当の自分」で居られることを切に祈ります。

折 り た た ま れ た 翼

理事長 水野　雄二
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SENZOKU巻
頭
言

恵生園は2026年6月1日、開園50年の節目を迎えました。これまで恵生園を支えてくださったご利用者、ご家
族、地域の皆様、関係機関、歴代の職員をはじめ、すべての皆様に心より感謝申し上げます。

当日は、朝来市長代理として朝来市健康福祉部長 大石哲也様にご臨席いただくとともに、家族会の皆様をはじめ
関係者の皆様にもご出席いただき、50年の歩みを振り返る式典となりました。式典では、ボランティアの皆様によ
るオカリナ演奏会も行われ、節目の日に温かな彩りを添えていただきました。また、法人創設者のお一人である越
智靖顧問に、開園当時の背景や福祉に込められた思いについて、職員からの質問にお答えいただく形でお話いただ
きました。ここでは、その一部をご紹介します。

越智靖顧問のお話を通して、恵生園の50年は、ご利用者、ご家族、地域の皆様
との関わりの積み重ねであったことを改めて感じました。共に学び、共に歩む姿
勢は、大きな時代の変化の中にあっても、恵生園が変わらず大切にしてきたもの
だと思います。これからも職員とその思いを共有しながら、恵生園らしい支援を
次の時代へつないでまいります。

恵生園開園50周年記念式典

開園当時の思い出をお話し下さいました ボランティアサークル「シンプルトーン」様によるオカリナ演奏会

A.

開園当初は、何もかもが手探りの状態で、ご利用者の方々から教えていただくこ
とも多く、不可欠な支援は共に学びながら築いていくものでした。また、マニュ
アルに頼りきるのではなく、よりよい支援を目指す姿勢を大切にしてきました。

クリスマスの時期には、職員や関係者が一緒になって、キャロリングをしていま
した。夜にろうそくを持ち、近隣のお家を回って賛美歌を歌うなど、地域と一体
になったクリスマス行事をしていました。行事の後には食堂で甘酒をいただくな
ど、温かな交流の時間をもっていました。

A. 制度や時代は大きく変わってきましたが、ご利用者を尊重し、大切にする姿勢は
変わらずに。職員が「してあげる」という姿勢ではなく、共に歩む姿勢を大事に
してほしいと思います。

A.

越智靖顧問

恵生園施設長　稲 津 慎 也
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コウノトリも、アーティストも、女性も、
　　障害のある人も、○○も住めるまちを創る

特 集

豊岡は「小さな世界都市」を目指して、努力を重ねて
きました。人口規模は小さくとも、世界の人々から尊敬
され、尊重されるまちのことです。英語に訳すとき、私
たちは「小さな」を「スモール」ではなく「ローカル」
と訳しています。自分たちの地域に深く根ざして世界で
輝く。そのことを通じて、「小さくともよいのだ」とい
う、堂々たる態度のまちを作ろうという思いを、この言
葉の中に込めています。言うなれば、世界に飛び出すと
いうことですから、エンジンが不可欠です。これまで豊
岡は、4つのエンジンを作ることに注力してきました。

まず、環境問題です。豊岡のシンボルは、コウノトリ
でした。かつては日本の各地で見られましたが、環境破
壊によって一度絶滅しました。今、見事に復活を遂げて
います。復活までの事態を冷静に見ていた人が「みんな
巣立ちが早いとか遅いとか言うけれど、決して巣立ちは
遅くなかった。あの子にとっては普通だったよ」。誰にで
も「普通」があります。その「普通」はみんな異なって
います。しかし、その異なったそれぞれの「普通」をお
互いに受け入れるような、そんな社会であればよいなと
思っています。私たちが行なったのは「対話」です。そ
して、対話の中から未来に目が向いたときに、ふっと事
態が変わるきっかけが生まれることがあります。

2つ目は「引き継いできた大切なものを守り、育て、引
き継ぐ」というまちづくりです。豊岡に城崎温泉があり
ます。近年、この日本的情緒に惹かれて外国人の宿泊客
数が急増しています。この方々は、何を求めて豊岡・城
崎にお越しになるのか。日本の文化を楽しみたい。とい
うことは、日本中の地方、日本中のローカルに、実は
チャンスがあるということを意味しています。

3つ目は「深さを持った演劇のまちを作る」です。毎年
2,000万円の赤字を出す県営の施設を城崎国際アートセ
ンターとしてリニューアルオープンをしました。宿泊施

設、稽古場、ホール、すべて無料です。あの2,000万円
の赤字は、どう考えても解消できない。もう諦めよう。
その代わり、ただでアーティストに貸すことによって、
世界中からアーティストがやってきて城崎のブランド価
値が上がり、豊岡は、アートの分野でも一気に世界とつ
ながるようになりました。また、演劇でコミュニケー
ション能力の向上を図る取り組みも、学校現場で行われ
ています。なぜ、演劇のワークショップでコミュニケー
ション能力が向上するのか。コミュニケーションは双方
向です。そもそも相手の言葉に耳を傾ける能力、それが
なければキャッチボールは始まらないわけです。これを、
日本語では「共感力」、相手と共に感じるという意味です
ね。英語では「エンパシー」と言います。イギリスでは、
エンパシーはこんなふうに説明されています。「自分で誰
かの靴を履いてみること」ある小児科医が、新聞にこん
な投稿をしておられました。「障害とは、その人の属性を
いうのではない。その人と社会との間にある壁のことを
いうのだ」そこで、もし障害のない人が、例えば、目の
見えない人の役割を本気で演じたときに、何が起こるか。
わずかな段差が、どれほど恐しいかがわかるはずです。
深さを持った演劇のまちづくりは、結局こういうことで
す。ただ単に人々が演劇を楽しんでいるまち、ではなく
て、演劇の創造の地であり、かつ演劇が観光、教育、介
護など様々な分野で役割を果たし、地域に根ざしている
まちを作る。私は今は、豊岡アートアクションの理事長
として活動しています。このアートアクションはシンポ
ジウムをやったり、障害者×即興ダンスという取り組み
も年に6回くらいやっています。どういうことかと言いま
すと、障害のある人が例えば腕が動かないとしますね。
これ日常生活はサポートが必要です。皆さんはそのサ
ポートする側にあります。この方はサポートされる側で
すね。その中でどうしても上下関係という人間関係がで

創業51周年記念式典・特別講演
神戸聖隷福祉事業団

中貝 宗治氏

PROFILE
中貝　宗治（なかがい　むねはる）氏
20年にわたり豊岡市長として市政を担われ、コウノトリの野生復帰をはじめ、演劇や芸術文化による
地域創生、ジェンダーギャップの解消、多様な人々が活躍できるまちづくりなど、全国から注目され
る数々の先進的な取り組みを推進、現在は一般社団法人豊岡アートアクション理事長。

2026年6月24日（水）、あさご・ささゆりホールで開催された「創業51周年記念式典」において、元豊岡市長であ
り、現在は一般社団法人豊岡アートアクション理事長の中貝宗治（なかがい むねはる）氏にご講演をいただきました。そ
の「要約」を掲載いたします。

Theme
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「50周年記念誌」はこれまでの歩みを未来へつなぐ「法人の記憶」としてまと
めたものです。発行にあたっては「記念誌・広報ワーキング」チームで2023年
11月から毎月1回、計27回の会議を持ち、記念誌の企画構成、関連記念事業な
どに携わりました。出版社が決定してからは、大和出版印刷株式会社の谷上様、
今川様にも毎回出席いただき、準備段階から2年かけての完成となりました。

「50年」を写真とともに振り返る構成とし、各施設の様子をご利用者の活き活き
とした写真で紹介しました。また若手職員・課長それぞれの「理事長との座談
会」を企画し、職員の『未来に向けた』声を載せました。一番苦労したのは

「（法人の）50年のあゆみ」です。40年記念誌を読み返し、過去の事業報告、理
事会議事録、写真などの山と向き合い「50年の歩み」の重さ・先人たちの思い
を受け取りながらの作業でした。当初は、「記念式典の様子を入れて、11月には
完成」の予定が、入稿が遅れて完成が2月末となりました。校正をするたびに見
つかる誤字脱字に、印刷される恐ろしさと戦いながらの校了。完成した記念誌
は皆様のお手元に届いていることと思います。（もしまだご覧いただけていなけ
ればお送りしますので是非お申し付けください。）

50年分の「祈り」と「行動」を受け取った私たちは、これからの50年に向けて歩みを止めるわけにはいきませ
ん。今年度から始まる第6期中期計画のビジョン「変わりゆく社会に、変わらない使命で希望を創ります」の通り、
これからもご利用者・ご家族・職員・地域の皆様と共に歩んで参ります。

創業50周年記念事業実行委員会　実行委員長　村山盛光常務理事
【記念式典ワーキング】村山 盛光・有川 洋司・伊﨑 辰夫・加藤 航・大森 陽子
【記念誌・広報ワーキング】�村山 盛光・久木田 憲彦・小山 哲也・山本 隆志・近藤 咲美・
	 大橋 幸司・吉本 ひろみ

きてしまいます。ところが、この即興ダンスをやってみ
ると、この動きがすごく素敵な自己表現に見えるんです
ね。どうしても普段の日常の中では助ける側、助けられ
る側という関係があるわけですけれど、ことダンスに関
して言うとフラットになる。

4つ目は「ジェンダーギャップの解消」です。豊岡に若
い女性が帰ってこない。なんで若い人が帰ってこないん
だろうと考えると、経済的な魅力に乏しい、所得水準も
低い、チャンスもなかなかない。でも女性がことさら
帰ってきてないのは男女格差です。女性たちは公平な扱
いを求めています。いま市役所を含む144の事業所で、
ジェンダーギャップの解消、働きやすく働きがいのある
職場づくりに切磋琢磨しています。私たちの社会は、
フェアプレーをしてきたのだろうか。結局、曇りのない
目で人材を見る、ということです。圧倒的人手不足の中
で、女性にもスキルを発揮してもらうのがいいのではな
いかということです。女性も男性と同様、社会的・経済
的な夢を持ち、悔いのない人生を送りたいと願う生身の
人間であるという前提に立って、互いに尊重し、支え合
う社会を築き上げようとする、未来に向けた取り組みで
す。「男だから」「女だから」を超えていこうということ
ですね。

いろんなお話をしてきました。まとめるとこういうこ
とになります。「コウノトリも住めるようなまちを作ろ
う」「アーティストのようなユニークな人たちも住めるよ
うなまちを作ろう」「もちろん女性も住めるようなまち」
あるいは、「障害のある人も住めるようなまち」これ、足
し算ではなくて、いろんな人たちを受け入れていく、多
様なまちを作っていこう。それが、おそらく「小さな世
界都市」を作るプロセスの中で生まれてくるに違いない、
そんなふうに思っています。

～感謝と希望～  これからの50年

50周年記念誌の発行

法人創業50周年記念を振り返って
創業50周年記念事業実行委員会
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2025年度 総合職員研修 受賞施設の報告

2026年3月14日、法人の全事業所が一年間の取り組みを発表する「総合職
員研修研究発表会」を開催しました。共通テーマの「利用者主体の支援」もし
くは「地域貢献」に基づいて各事業所が一年間の取り組みを6枚のスライドを
使って、持ち時間の8分間に思いを凝縮して発表しています。発表の仕方は事
業所ごとのカラーでそれぞれ違いはありますが、ご利用者の支援をおこなうう
えで「仮説」をたてて「実践」し、その結果について「検証」することを積み
重ねた成果やさらなるチャレンジへの思いは神戸聖隷の職員に共通した「魂」
が感じられる機会となっています。

私たちに出来ることは何だろうか？
（友が丘事業所地域貢献活動を振り返って）

課長　谷 口 誠 一　 　 生活支援員　服 部 忠 正
今回の発表では、せいれいやさかだい友が丘事業所がこれまで行ってき

た地域貢献活動、新たに始めた活動を発表させていただきました。この発
表内容を考える中で、「地域に溶け込むように努め、地域の一員として出
来ることをすることで、信頼が生まれる。それを継続することで地域・住
民のニーズを知ることができる。そして私たちの役割が生まれる」という
ことを改めて感じることが出来ました。

北須磨団地の一員（事業所）として、これからも役割を持って活動し、
ご利用者の皆さんと地域交流を続けていきたいと思います。

「アクシスひょうごに泊まりたい」医療的ケアを必要とされる方々の願い
～最も支援の必要な最後の一人に手を差し伸べる
　重症心身障がい者・医療的ケア利用者の受け入れ～

生活支援員　小 阪 清 美 　 　 看護師　山 下 満 里 子
ひょうごデイサービスセンターでは、医療的ケアを必要とする重症心身

障がい者の短期入所受け入れについて発表しました。神戸市内では医療的
ケアに対応できる短期入所事業所が少なく、「安心して泊まれる場所がほし
い」「日中通っている場所でそのまま泊まりたい」というご利用者・ご家族
の願いを受け止め、看護師配置や多職種連携を進めながら受け入れ体制を
整備してきました。夜間の人工呼吸器管理など課題もありますが、ご家族
との情報共有や理学療法士等との連携を通して支援方法を工夫し、「どうし
たら受け入れることができるか」を職員全体で考えながら支援を行ってい
ます。今後も、「最も支援を必要とする最後の一人」を支えるという基本方
針のもと、安心して利用できる短期入所支援を目指していきます。

金賞

銀賞

 せいれいやさかだい 

 ひょうごデイサービスセンター 

人材・理念委員長　有 川 洋 司

服部忠正生活支援員・谷口誠一課長

山下満里子看護師・小阪清美生活支援員
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2025年度 総合職員研修 受賞施設の報告
意思決定支援の取り組み ～神戸市立自立センターひょうごの今後の展望～

生活支援員　布 施 和 馬 　 　 副主任　志 水 啓 太
神戸市立自立センターひょうごは、意思表出が難しいご利用者が多く、

自分の思いや気持ちを少しでも表出してほしいという職員の思いから、ご
利用者にとって一番意思表出しやすい「お茶会」行事で意思決定支援の取
り組みを行いました。この取り組みの中でまず分かったことは、意思表出
しやすいと思っていた飲食物であっても難しいということでした。

ご利用者が意思表出をより出しやすくするためには、少しずつ段階を踏
みながら丁寧に支援していく構造化を行った上で、経験や体験を積み重ね
ていくような工夫をすること、さらにご利用者が出すわずかなサインや動
き・変化を見逃さない支援を行うことが大切だと分かりました。

神戸市立自立センターひょうごは、第６期中期計画でも意思決定支援に
意欲的に取り組み、ご利用者が少しでも意思表出をして楽しく過ごす支援
やサポートを行っていきたいと思います。

困ったことはあったけど

生活支援員　ロ ムナ マヤ、タマング ビパナ
総合職員研修の発表で、真生園からは外国人職員が選ばれると聞いた

時、自分たちにできるだろうかという不安がありました。それでも自分自
身がどれだけ成長できるのか知るための良い機会だと思い、挑戦しようと
決めました。

ネパールで日本語を学んでいた頃は、日本についての知識は限られてい
ました。しかし、実際に日本で介護職として働き始めてから日本の生活習
慣や言葉の壁による困り事、そして、ネパールと日本の福祉施設における
サービスや支援体制の違いについて、実体験をもとに発表させていただき
ました。

今回の経験を通して自分自身を改めて見直す事ができ、今後、更に成長
していきたいという気持ちが強くなりました。このような機会を与えて下
さった皆様に心より感謝します。

銅賞

審査員特別賞

 神戸市立自立センターひょうご 

 真  生  園 

審査員の紹介
審査員長：水野 雄二 理事長／審査員：稲松 真人 評議員・飯塚 由美子 理事・
中田 一夫 監事・津田 耕一 評議員

布施和馬生活支援員・志水啓太副主任

タマング ビパナ生活支援員・ロ ムナ マヤ生活支援員
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決算報告事 業 報 告

事 業 報 告

「人にしてもらいたいと思うことを、人にもしなさい。」
（ルカによる福音書　6章31節）

理事長　水 野 雄 二

 １. はじめに 

2025年は、歴史が巡る記念の年であり、私たちも歴史の中に生かされていることを確認する年
でもありました。太平洋戦争終結・敗戦から80年、私たちは戦後80年を平和に過ごすことができ
ました。しかし、世界に目を転じると、今もイランでは戦争が続き、ウクライナなど未だに戦争の
最中にある国々があります。多くの人々が福祉に程遠い状況にあることを今なお憂いています。私
たちは戦後80年の平和の下で社会福祉の業が育まれたことを改めて実感し、紛争地にあって一日
も早い戦闘の停止と復興、社会福祉の再起を祈ります。

神戸聖隷福祉事業団は、当年に創業50周年を迎えました。先人たちの祈りと行動によって種
が撒かれ、芽を出し、豊かに育った50年の歩みです。しかし、その中で多くの労苦があり、困
難もありましたが、ご利用者、ご家族、行政や地域の方々に支えられ、職員の献身的な働きが
あって、その歩みを継続できました。6月21日には揺籃の地である西神戸教会において「創業
50周年記念式」を挙行し、また10月17日には多くの列席者を得て、舞子ビラにおいて「創業
50周年記念式典」が開催されました。その他、50周年記念誌の発刊をはじめ、関連事業を完遂
することができ、すべての記念事業を通して、テーマである「感謝と希望」を未来につないでい
く機会となりました。

今後の事業展開、支援の在り方など、総合的な事業計画については第6期中期計画（2026年度
から2028年度まで）を策定しました。今回は地区計画を優先する中期計画となりましたが、策定
に当たっては、第5期中期計画（2023年度から2025年度まで）の完遂を目指すと共に、一泊の
施設長・課長研修を通して、策定作業を共有し、全体的な整合を図りながら策定を完成することが
できました。またシンボリックな大きな事業としての「神戸愛生園」リニューアルについては、着
工をめざして準備が進められて、予定通りの進捗となっています。

そして、2025年は阪神・淡路大震災から30年の節目を迎えました。災害大国日本にあっては、
定期的に襲って来る大きな災害を避けることはできません。地震や水害など大規模な災害に備える
ために、各施設ではBCP（事業継続計画）の整備を完了していますが、日頃から有事への備えを怠
らない点検が必要です。施設内での準備と共に、ほっとかへんネットなどの地域ネットワークを強
化して、地域での防災活動を実施しました。

2025年度
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 ２.  第5期中期計画に基づく委員会報告

財 務 委 員 会

Ｑ Ｏ Ｌ 委 員 会

人 事 委 員 会

広 報 委 員 会

利用人数および給付費収入は年度前半は概ね計画どおりに推移しましたが、感染症の影響等もあ
り目標には届きませんでした。毎月の実績管理では予算との差異要因を明確化し、管理職への
フィードバックを通じて経営意識の向上に努めました。また、人事・給与制度の見直しについては
コンサルタントの支援を受けながら検討を進め、正規職員の給与制度改定を実施しました。引き続
き人事考課制度や非正規職員の処遇改善に取り組みます。

法人職員による法人内職員への専門研修を継続実施し、第5期中期計画期間を通じて100名以上
の職員が参加しました。虐待防止チェックリスト、不適切ケア事例学習会、満足度調査とHPの公
表、接遇向上の取り組みについては継続して実施しました。第三者評価の評価結果公表の延滞、事
故防止対策のPDCA確立やBCPにおける施設間連携などは今後の課題として残りました。

福祉人材の確保については、新卒者9名を採用することができました。各種就職フェアへの参加
やインターンシップの充実により法人の認知度向上に努めるとともに、学生とのミスマッチ防止や
定着促進に取り組みました。階層別研修については継続実施できましたが、内容の見直しや更なる
充実が課題として挙げられています。第6期中期計画では重点項目を整理しながら人材確保・育
成・定着に取り組みます。

神戸聖隷オアシス「Tunagari」を活用した「こどもひろば」は2年目を迎え、中学生の参加や
高校生ボランティアの継続的な協力など、地域交流の場として定着してきました。一方で開催日程
による参加者数のばらつきが課題となりました。また、創業50周年記念誌の制作を行い、法人の
歩みを振り返る機会となりました。地域とのつながりを深める活動と情報発信の充実を今後も進め
ます。

世界、日本、地域社会にあって、戦争や災害、経済環境の変化などによって、また高齢や障害な
どそれぞれに生きづらさや悲しみ、恐怖や不安を持ち続けておられる方々を思います。創業50周
年の時、改めて私たちのミッションを確認し、「人にしてもらいたいと思うことを、人にもしなさ
い。」と言われたイエス・キリストの隣人愛を胸に留め、共に生きる喜びを感じ合える社会、施設、
人間関係をめざした2025年度の歩みとなりました。
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決 算 報 告事業報告

（単位：千円）

資　産　の　部 負　債　の　部
当年度末 当年度末

流動資産 1,973,505 流動負債 281,175
　現金預金 1,344,478 　短期運営資金借入金 0
　事業未収金 600,633 　事業未払金 104,803

　１年以内返済予定設備資金借入金 20,164
　１年以内返済予定長期運営資金借入金 10,000
　賞与引当金 120,849

固定資産 5,678,716 固定負債 768,115
 基本財産 2,405,060 　設備資金借入金 156,120
　土地 263,445 　長期運営資金借入金 5,000
　建物 2,141,614 　退職給付引当金 592,715
 その他の固定資産 3,273,655 負債の部合計 1,049,290
　土地 113,167 純　資　産　の　部
　建物 139,481 基本金 946,256
　退職給付引当資産 346,424 国庫補助金等特別積立金 665,581
　積立資産 2,484,137 その他の積立金 2,484,137

次期繰越活動増減差額 2,506,954
　（うち当期活動増減差額） 39,181
純資産の部合計 6,602,931

資産の部合計 7,652,222 負債及び純資産の部合計 7,652,222

2025年度のサービス活動収益は39億421万円となり、前年度と比較して3,911万円（1.0％）の増
加となりました。

主な内訳として、介護保険事業収益は6億2,395万円で、前年度比1,296万円（2.0％）の減少と
なったものの、障害福祉サービス等事業収益は30億826万円となり、前年度から9,832万円（3.4％）増加しました。

支出面では、人件費や事務費が前年度に引き続き増加したものの、サービス活動増減差額はマイナス1,310万円に留まり、
前年度から改善しました。また、受取利息配当金の増加などによるサービス活動外収益の増加も寄与し、経常増減差額は前
年度を上回る3,660万円の黒字となりました。

長引く職員確保の困難や物価高騰などの課題に直面する中、最低賃金の引上げへの対応を含め、給与制度の改定にも着手
し、持続可能な法人経営に向けた取組を進めています。2026年度には、神戸愛生園および神戸明生園において改築・改修工
事を進める計画です。

今後も、施設をご利用いただいている皆さまをはじめ、地域の皆さまにとって「必要とされる法人」であり続けることを目
指し、誠実な事業運営に努めてまいります。

2025年度

決 算 報 告

2025年度決算について
法人本部　事務長　小 紫 義 也

貸借対照表［令和8年3月31日現在］
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（単位：千円）

（単位：千円）

資金収支計算書［（自）令和7年4月1日　　（至）令和8年3月31日］

事業活動計算書［（自）令和7年4月1日　　（至）令和8年3月31日］

参考資料 2025 年度 2024 年度
流動比率 701.9% 621.8%
純資産比率 86.3% 85.7%
人件費率 72.4% 73.5%
委託比率 5.3% 5.3%
人件費率+委託比率 77.7% 78.8%
固定長期適合率 77.0% 77.8%
経常活動収支差額率 0.9% 0.1%
サービス活動収益対借入金比率 2.8% 3.8%
労働分配率 93.6% 95.7%

勘定科目 予算（A） 決算（B）
事業活動収入計（1） 3,949,731 3,949,914
事業活動支出計（2） 3,802,625 3,758,272
事業活動資金収支差額（3）=（1）−（2） 147,105 191,641
施設整備等収入計（4） 3,650 3,650
施設整備等支出計（5） 59,348 59,525
施設整備等資金収支差額（6）=（4）−（5） −55,698 −55,875
その他の活動収入計（7） 119,826 111,170
その他の活動支出計（8） 209,392 205,778
その他の活動資金収支差額（9）=（7）−（8） −89,566 −94,608
予備費支出（10） 0 0
当期資金収支差額合計（11）=（3）+（6）+（9）−（10） 1,840 41,158
前期末支払資金残高（12） 1,797,882 1,797,882
当期末支払資金残高（11）+（12） 1,799,723 1,839,041

科　　目 当年度決算（A） 前年度決算（B） 増減（A）−（B）
サービス活動収益（1） 3,904,218 3,865,107 39,111
　経常経費寄附金収益 27,058 74,944 −47,885
サービス活動費用（2） 3,917,385 3,882,893 34,491
　人件費 2,806,886 2,786,738 20,147
　事業費 436,244 431,821 4,422
　事務費 448,070 434,436 13,633
　　業務委託費（保守料除く） 203,834 200,319 3,514
　減価償却費 237,254 246,238 −8,984
　国庫補助金等特別積立金取崩額 −70,642 −71,236 594
サービス活動増減差額（3）=（1）−（2） −13,166 −17,786 4,619
サービス活動外収益（4） 65,065 36,173 28,892
サービス活動外費用（5） 15,226 15,591 −365
サービス活動外増減差額（6）=（4）−（5） 49,839 20,581 29,257
経常増減差額（7）=（3）+（6） 36,672 2,795 33,877
特別収益計（8） 6,159 16,969 −10,809
特別費用計（9） 3,650 18,620 −14,969
特別増減差額（10）=（8）−（9） 2,509 −1,651 4,160
当期活動増減差額（11）=（7）+（10） 39,181 1,144 38,037
次期繰越活動増減差額 2,506,954 2,569,950 −62,996

参考資料 2025 年度 2024 年度
サービス活動増減差額率 −0.34% −0.46%
経常増減差額率 0.94% 0.07%
借入金償還余裕率 18.74% 17.44%
債務償還年数 1.00年 1.06年
現預金回転期間（月） 4.13月 4.17月
事業活動資金収支差額率 4.85% 5.40%
当期活動増減差額 39,181千円 1,144千円
流動比率 701.88% 621.78%
固定長期適合率 77.04% 77.81%
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第11回 神戸聖隷杯グラウンドゴルフ大会

但馬地区特定技能外国人交流会報告

神戸聖隷福祉事業団は、2026年度から第6期中期計画に基づく新たな歩みをスタートしました。
本計画では「変わりゆく社会に、変わらない使命で希望を創ります」をビジョンに掲げ、但馬地区、神戸地区それぞれ

の地域課題や将来像を法人計画の中心に据えました（ミドルアップ・トップダウン）。大きな社会変化を迎えるこのよう
な時代だからこそ、創業以来大切にしてきた理念を守りながら、一人ひとりが希望を持って暮らせる地域社会の実現に向
けて、新たな福祉のあり方を創造してまいります。

常務理事　村 山 盛 光

1．法人計画：ビジョン「変わりゆく社会に、変わらない使命で希望を創ります。」
重点取組テーマ 実行計画 ３か年で目指す成果

１. 理念の浸透

⑴ 海外理念研修の継続 ・タイ国チェンマイでの理念研修の開催（３回）
⑵ �同じミッションをもつ法人との積極的な

交流
・総合職員研修への招待
・他法人施設見学、合同研修の開催

⑶ �日本キリスト教社会事業同盟主催研修へ
の積極的な参加

・総会、研修会への参加
・�リーダー研修、ワークショップへの職員派遣

２�. 法人総力をあげての人材確保、
育成、定着への取組

⑴ 新任施設長研修の継続的な実施 ・施設長としてのマインドを整える
・新任施設長研修の体系化

⑵ 外国人職員の活躍拡大 ・国際交流・人材センターの開設
・外国人職員：14 名→ 20 名の受入れ

⑶ 法人研修のブラッシュアップ ・法人主催研修のブラッシュアップ
・契約職員研修の充実

３. 人事制度の見直し
⑴ 給与制度の見直し ・初任給、資格手当等の見直し

・随時採用正規職員処遇の改善

⑵ 評価制度の見直し ・等級役割の再定義
・評価方法の見直し

４�. 事業永続可能な収支バランスの
実現

⑴ 経常的赤字施設の再建、統廃合 ・経常的赤字施設の解消

⑵ 公益的事業の見直し ・�公益的事業「あったかプラザ」「まつぼっくり」
「Tunagari」の方向性の決定

5. 事務体制のあり方の検討
⑴ 事務体制の見直し ・持続可能な事務体制の確立
⑵ DX 化の推進 ・人事管理システムの導入

２. 但馬地区主な計画：「共に支え合い、すべての人が希望を持てる明日へ」〜チャンス・チャレンジ・チェンジ〜
重点取組テーマ 実行計画 ３か年で目指す成果

誰もが笑顔になれる
居場所づくり

⑴ 高齢施設の運営方針を打ち出す 各施設の役割を明確にし、地区施設の連携で、財務
基盤を安定させる

⑵ 障害者施設の運営方針を打ち出す 各施設の役割を明確にし、地区施設の連携で、財務
基盤を安定させる

⑶ 児童施設の情報収集 豊岡市、朝来市、養父市の障害児施設に関する情報
収集

⑷ 真生園単身寮の修繕計画 修繕計画の策定
⑸ 効率的各事業所の運営に取組む 福福連携の確立と実施

３. 神戸地区主な計画：みんながつながり、ワクワクする未来のために創造的進化を続けます
重点取組テーマ 実行計画 ３か年で目指す成果

選ばれるサービスの創造

⑴ 専門職チームの創設（療法士を主として）・�療法士が複数施設にわたって関われる体制の構築

⑵ �グループホームのバックアップ体制の整備 ・地区内のグループホームの２拠点化
・バックアップ体制の整備

⑶ グループホームの新設 ・�自立センターひょうごをバックアップ施設とする
グループホームの新設

⑷ �神戸愛生園（入所施設）の大規模改築・
改修

・既設棟のフルリノベーション
・多床室の全室個室化

⑸ 神戸明生園（入所施設）の大規模改修 ・旧館の空調更改、アメニティの向上

< 第 6 期 中 期 計 画 推 進 表 >

第6期中期計画（2026～2028年度）3か年で目指す成果について
～変わりゆく社会に、変わらない使命で希望を創ります～
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第11回 神戸聖隷杯グラウンドゴルフ大会

但馬地区特定技能外国人交流会報告

5月22日に今年で11回目となる神戸聖隷杯グラウンドゴルフ大会を行いました。今年のグラウンドゴル
フ大会は、前日まで続いていた晴天とは一変して朝から小雨が降る不安定な天候の中、竹田地区の代表の皆
様には大会開催の可否判断や天候に合わせたスケジュール調整、コース設定などについて早朝より何度も協
議を重ねていただきました。開催に向けて様々な課題や対応策を検討していく中でも、私たちは地域の皆さ
まに日頃から支えていただいていることを実感いたしました。

今年も多くの地域の皆様にご参加いただき、無事に大会を実施することができました。天候を心配しなが
らも、参加者の皆様は笑顔で競技を楽しんで頂き、元気いっぱいでハツラツとしたプレーがとても印象的で
した。競技を通して、参加されたご利用者の方も地域の方々と交流を深めることができ、改めてこの大会の
意義や地域とのつながりの大切さを実感する機会となりました。今後もこうした交流の場を大切にしなが
ら、地域との良好な関係づくりに努めていきたいと思います。

2026年5月18日、当法人で活躍する但馬地区の特定技能外国人材の皆さまを対象とした「特定技能外国
人交流会」を「さくらの苑」で開催いたしました。当日は外国人スタッフ7名に加え、理事長、常務理事、
各施設の施設長4名が参加しました。

この交流会は、当法人が大切にしている「安心して働き続けられる雰囲気づくり」と、お互いの「文化の
違いを尊重し合う関係づくり」を具現化するために企画されたものです。

当日はまず、本場ネパール料理を囲んでの会食からスタート。異国の食文化を楽しみながら会話を弾ませ、
和やかな雰囲気に包まれました。続いて行われたスポーツ「モルック」では、言葉の壁を越えてチームが一丸
となり、ピンが倒れるたびに歓声と拍手が沸き起こるなど、一気に距離が縮まりました。

後半の質問タイムでは、「日々の困りごとの共有と解決」を目的に、仕事の話はもちろん、文化や習慣の
違いにまで踏み込んだ率直な意見交換が行われました。「日本に来て一番予想外だったこと」や「休日の過
ごし方・ライフスタイルの違い」といったテーマでは、外国人スタッフのリアルな声に耳を傾け、お互いの
背景にある文化への理解を深める貴重な機会となりました。参加者の疑問や不安に対し、理事長や施設長が
一つひとつ丁寧に答えることで、日頃の不安を直接解消できる大変有意義な時間となりました。

最初は緊張気味だった参加者も、最後は全員が満面の笑顔に。当法人は、外国人材の皆さまが持てる力を
存分に発揮し、安心して長く活躍できるよう、今後もこうした「顔の見える交流」
を大切にしながら、共に歩む組織づくりを進めてまいります。

最初に自己紹介

地域の皆様との恒例行事となりました ホールインワン賞を目指して 惜しいなぁ〜

和気あいあいの質問タイム 「モルック」で大盛り上がり
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新 施 設 長 課 長 紹 介&

このたび平生園・わらしべ施設長を拝命いたしました越智泰之と申します。
普段から少し？？ ラフな装いですが、これは“構えずに話せる存在であり

たい”という私の思いの表れとご理解ください。
日々、ご利用者の生活を支えてくださっている職員の姿勢に深く敬意を抱い

ています。日頃の丁寧な支援が、ご利用者の安心と笑顔をつくっています。私は、職員が気軽に相
談でき、挑戦しやすい環境を整えることで、利用者支援の質をさらに高めたいと考えています。小
さな声も受け止め、利用者様、ご家族様、職員、地域の皆さんと共に、誇れる施設づくりを目指し
ます。どうぞよろしくお願いいたします。

このたび施設長という大役をお任せいただきましたことに、心より感謝申し
上げます。就任以来、「施設長とは何か」ということを日々自問自答しており
ます。まだ明確な答えには至っておりませんが、これからの経験や学びの中
で、自分なりの答えを見つけていきたいと考えております。私は、人が一人で

成し遂げられることには限りがあり、多くのことは仲間と協力することで実現できるものだと思っ
ています。そのため、職員の皆さんが安心して働きやすい環境をつくることが、私の大切な役割の
一つであると考えています。そのためにも、皆さん一人ひとりの声に耳を傾け、その思いや考えを
大切にしながら、できることを一つずつ形にしていきたいと思います。まだまだ知識や経験が不足
している部分も多くありますが、学び続ける姿勢を忘れず、自らも成長してまいります。そして、
先人たちが築き上げてこられた歴史と信頼を守りながら、さらに発展させていけるよう全力を尽く
してまいります。今後ともご指導、ご支援のほど、よろしくお願い申し上げます。

皆さま、こんにちは。このたび、和生園の施設長に着任いたしました中島竜
太と申します。

長く入所施設で勤務してまいりましたが、このたび初めて「就労・通所」事
業に関わることとなりました。着任後は利用者の皆さまから通所時に声を掛け

ていただき、施設の事を教えて頂いたりと、日々過ごしております。「自分のペースで安心して働
ける場所」であることを何より大切にし、一人ひとりの強みや可能性を共に見つけ、伸ばしていけ
る支援を心がけてまいります。また、地域の皆さまや関係機関との連携を深め、事業所がより開か
れた存在となるよう努めてまいります。

皆さまと共に成長し、より良い事業所づくりに力を尽くしてまいります。今後ともどうぞよろし
くお願いいたします。

平生園・わらしべ　施設長　越 智  泰 之

さくらの苑　施設長　柴 垣  泰 二

和生園　施設長　中 島  竜 太
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新 施 設 長 課 長 紹 介&
この度、神戸明生園の施設長を拝命しました北場恒彦です。
施設長という立場にドキドキ、オロオロの私に以前の上司から「覚悟の磨き

方」という書籍を頂きました。「覚悟」という文字を見てより一層不安感も出
るのですが、読み進めていて、少し気持ちに変化も出ています。それは自分の

置かれた状況を恐れずに行動に移していこうという気持ちの芽生えです。至らないところも沢山あ
ると思いますが、前進したいと思います。

その昔、学生時代に歴史好きの先生から聞いた、「志定まれば、気盛んなり」という言葉も思い
出しました。覚悟や志といった言葉にはすごく重みを感じていますが、自分にできることを実行し
ていきたいと思います。とにかく一歩を踏み出して行こうと思います。よろしくお願い致します。

今年度より、さくらの苑介護課長を拝命いたしました北垣と申します。入職
後真生園で3年勤務した後は、デイサービスさくらの苑、平生園、地域密着型
特別養護老人ホームさくらの苑と高齢者の分野で16年勤務し、主にデイサー
ビスや、ショートステイといった在宅支援の事業に携わらせていただき地域と

の関りが強い分野で働いてきたことが自分の強みだと思います。さくらの苑は来年5月1日で開設
10周年を迎えます。地域と共に歩みさくらの苑があるから安心と言っていただける施設を目指し、
職員が働きやすく、利用者が地域の一員として安心して生活できるよう努めていきたいと思いま
す。どうぞ、よろしくお願いします。

今年度4月より神戸明生園サービス提供課長を拝命いたしました田中聖人と
申します。

神戸明生園一筋、あっという間に25年目となりました。一支援員としてご
利用者と共に日々を過ごし支援に取り組んでまいりましたが、この間、ご利用

者の高齢・重度化も進み、求められる支援の内容も大きく変化してまいりました。共に試行錯誤を
してきた神戸明生園職員の皆さんと引き続き一緒に仕事ができる心強さもありつつ、私自身まだま
だ学ぶこともたくさんあると感じている中で課長という責任ある立場となり、今まで以上に求めら
れることが増える不安もありますが、何よりご利用者の安心・安全を第一にこれからも精進してま
いります。今後ともご指導ご鞭撻のほど、よろしくお願いいたします。

異動のあった施設長・課長
伊崎 辰夫理事（QOL委員長）	 →	 エスポワールこじか 施設長（兼務）
稲津 慎也施設長（北但広域療育センター 施設長）	 →	 恵生園 施設長
小山 哲也施設長（さくらの苑 施設長）	 →	 真生園 施設長
山根 由夫施設長（和生園 施設長）	 →	 北但広域療育センター 施設長
山本 隆志施設長（神戸明生園 施設長）	 →	 神戸聖生園 施設長
奥田 勝課長（さくらの苑 課長）	 →	 平生園　課長
藤原 万貴子課長（恵生園 課長）	 →	 真生園　課長

神戸明生園　施設長　北 場  恒 彦

さくらの苑　介護課長　北 垣  秀 基

神戸明生園　サービス提供課長　田 中  聖 人
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変わりゆく社会に、変わらない使命で希望を創ります

日本聖書協会発行『アートバイブル』より 

ヨハネによる福音書１３章
「イエス弟子の足を洗う」 

１３章 ８節 ： ペトロが、「わたしの足など、決して洗わ
ないでください」と言うと、イエスは、「もしわたしがあ
なたを洗わないなら、あなたはわたしと何のかかわり
もないことになる」と答えられた。

vol.38

社会福祉法人神戸聖隷福祉事業団
〒654-0142 兵庫県神戸市須磨区友が丘1-1  TEL：078-792-7555
https://www.kobeseirei.or.jp
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神戸聖隷にご寄付をいただきました。

ご寄付のお願い 利用者（障害（児）者・高齢者）の一層のサービス向上に資するため、法人は皆様
のご寄付をお願い申し上げております。同封の振替用紙をご利用ください。
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恵生園開園から長きにわたり共に歩んでこられたご利用者の皆さま

恵生園開園当時の作業風景

この「一緒懸命」という言葉は、わたしが、ある
総合病院でカウンセラーとして勤めていたときに、
骨肉腫を患った少女にプレゼントした言葉です。こ
の少女は、骨肉腫という厳しい病気にもかかわらず
懸命に人々に笑顔を振りまきながら入院生活を過ご
されていました。見守っている両親や医療スタッフ
も、この子なら、病気を克服できるのではないかと
感じていました。私は、カウンセラーとして、この
少女と面談をしている中で、「人間ってこんなに強
く生きられるのだろうか」という思いが次第に強く
なっていました。ある日、意を決して、「Aさん、
わたしには今あなたが、一人で病気と闘っているよ
うに見えるけれども、寂しくない？ お父さんもお母
さんも、とても、あなたのことを心配しておられる
けど、あなたの本当の気持ちを聴きたいと思ってお
られるのじゃないかな」と尋ねてみました。この少
女は、私に「本当の気持ち？」と言い、暫く黙って
おられました。長い沈黙の時間が流れました。わた
しは彼女に一言「怖くない？」とだけ尋ねました。
すると、その瞳から、流れるように涙が溢れ、「怖
い…」と一言呟かれました。「そうだよね、とって
も怖いと思う。その言葉を皆、あなたの口から語ら

れるのを待っているのじゃないかな。お父さんも、
お母さんも、あなたと一緒に闘いたいとずっと見
守っておられるのだよ」と伝え、メモに「一緒懸
命」と走り書きをして手渡し、「『一生懸命』でもな
く『一所懸命』でもなく『一緒懸命』に歩いていこ
うよ」と伝えました。翌日彼女の母親から「このメ
モ書きがプレゼントされたんですよ」と聞かされ、
入院中、ずっとベッドサイドにそのメモが額装され
飾られていました。彼女は骨肉腫という重い病気を
見事に克服され今でも元気に過ごされています。

人間は、とても小さな存在です。だから一生懸
命に進まないと生きていけません。ついつい、一
人で頑張ってしまうし、一人で頑張って生きてい
けると思い込んでしまいます。そんな私たちのこ
とを神さまは、よくご存じで、イエスさまをわた
したちの「友」としてこの世に送って下さいまし
た。そしてイエスさまも「わたしは、あなたがた
を友と呼ぶ」（ヨハネによる福音書15章15節）と
おっしゃって下さっています。どんな辛いとき悲
しいときにも、私たちは一人じゃない。友が居る。
その友と「一緒懸命」生きていく希望が与えられ
ているのです。

日本基督教団　花の峯伝道所　牧師　  赤刎 正清
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